
‐原著永
観
二
年
（
九
八
四
）
、
丹
波
康
頼
に
よ
っ
て
撰
せ
ら
れ
た
『
医
心
方
』
は
、
現
存
最
古
の
医
書
で
あ
る
の
糸
な
ら
ず
、
唐
以
前
の
医
書
・
本

草
書
を
集
成
し
た
も
の
と
し
て
、
広
く
東
洋
文
化
史
上
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
著
作
で
あ
る
。
本
書
の
古
写
本
と
し
て
は
、
仁
和
寺
本
、

成
篶
堂
本
（
半
井
家
伝
来
、
巻
一
三
の
象
）
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
半
井
家
本
の
残
余
全
巻
も
世
に
出
る
に
至
っ
た
。
た
だ

（
１
）

現
在
の
と
こ
ろ
、
中
世
以
前
の
写
本
は
上
記
以
外
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、
比
校
の
資
料
に
乏
し
い
の
を
憾
み
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
奇
し
く

も
、
河
内
の
古
刹
、
金
剛
寺
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
所
在
）
の
蔵
儲
中
に
本
書
巻
第
十
三
の
残
冊
が
存
在
す
る
。
こ
こ
に
そ
れ
を
紹
介
し
て
、

『
医
心
方
』
研
究
の
一
資
料
と
し
た
い
。

二
、
現
状

問
題
の
残
冊
は
、
書
名
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
ま
ま
、
医
薬
関
係
の
害
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
や
、
僅
か
に
存
す
る
巻

、

緒
言 河

内
金
剛
寺
新
出
の
鎌
倉
時
代
書
写

『
医
心
方
』
巻
第
十
三
に
つ
い
て

蝿
碑
纒
挫
孝
識
礒
壁
一
卉
匪
鍔
信
号
昭
和
六
十
年
十
二
月
十
七
日
受
付

東
野
治
之
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首
内
題
の
残
画
（
図
１
参
照
）
よ
り
象
イ

等
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
が
、
書
風

第
四
節
参
照
）
。
い
ま
そ
の
品
質
・
形
状

紙
本
墨
書
綴
葉
装
料
紙
楮
紙

縦
二
六
・
一
ｍ
横
一
六
・
○
ｍ

三
、
伝
来

（
２
）

金
剛
寺
は
行
基
の
草
創
と
伝
え
る
が
、
そ
の
寺
史
が
明
確
に
な
る
の
は
平
安
末
期
の
こ
と
で
あ
る
。
治
承
二
年
（
二
七
八
）
、
後
白
河
法
皇

の
帰
依
を
う
け
た
阿
観
上
人
が
金
堂
を
造
立
し
、
当
寺
を
高
野
山
の
別
院
と
し
て
再
興
し
た
。
そ
の
後
中
世
を
通
じ
、
真
言
宗
の
大
寺
院
と
し

て
広
大
な
所
領
を
維
持
し
、
南
北
朝
時
代
に
は
南
朝
方
の
拠
点
と
な
っ
た
。
正
平
九
年
（
一
三
五
四
）
以
後
、
こ
こ
が
南
朝
に
人
質
と
な
っ
た

北
朝
の
三
上
皇
や
後
村
上
・
長
慶
両
天
皇
の
御
座
所
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
、
正
平
十
五
年
（
一
三
六
○
）
に
は

一
頁
八
行
（
但
し
末
尾
一
頁
は
十
二
行
）
一
行
二
○
字
前
後
押
界
あ
り

界
高
二
一
・
六
ｍ
界
幅
一
・
九
’
二
・
○
ｍ

ま
ま
本
文
と
同
筆
で
墨
の
傍
訓
を
付
す
（
他
に
加
点
は
な
じ
。
当
初
の
白
絹
綴
糸
も
残
存

総
じ
て
遜
蝕
甚
だ
し
く
、
保
存
状
態
は
よ
く
な
い
が
、
残
さ
れ
た
手
掛
り
か
ら
原
状
を
復
元
し
て
み
る
と
、
も
と
は
第
一
折
と
第
二
折
が
五

紙
、
第
三
折
が
七
紙
か
ら
な
り
、
三
折
を
も
っ
て
一
冊
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
第
一
折
の
一
紙
（
表
紙
及
び
九
丁
の
分
）
、
第
三

折
の
一
紙
半
（
三
二
丁
、
三
三
丁
の
分
）
を
失
っ
て
い
る
。

北
朝
方
に
攻
め
ら
れ
て
兵
火
を
被
っ
た
。

こ
の
写
本
の
伝
来
事
情
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
真
言
宗
の
古
寺
院
に
は
、
醍
醐
寺
。
真
福
寺
の
よ
う
に
往
為
外
典
の
古
写
本
を
蔵
す
る
と

よ
り
ゑ
て
、
『
医
心
方
』
の
残
欠
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。
末
尾
に
若
干
の
欠
葉
が
あ
る
た
め
、
奥
書

縄
書
風
や
傍
訓
の
形
な
ど
か
ら
、
書
写
年
代
は
鎌
倉
時
代
前
期
を
降
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
（
傍
訓
に
つ
い
て
は

弓
形
状
を
略
記
す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。
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四
、
内
容

金
剛
寺
の
残
冊
は
、
単
に
巻
十
三
の
古
写
本
と
し
て
珍
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
同
じ
巻
十
三
を
存
す
る
半
井
家
本
（
便
宜
そ
の
復
刻
で
あ
る
安

政
版
に
よ
る
）
と
比
較
し
て
も
差
異
が
糸
う
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
目
録
部
分
を
対
比
す
る
と
、
ま
ず
安
政
版
の
目
録
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
（
加
筆
訂
正
さ
れ
て
い
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
も
と
の
字
を
原
「
一
」
の
よ
う
に
注
記
し
た
）
。

治
虚
労
五
労
七
傷
方
第
一
治
虚
労
扇
痩
方
第
二

治
虚
労
夢
泄
精
方
第
三
治
虚
労
尿
精
方
第
四

な
お
金
剛
寺
の
典
籍
類
に
つ
い
て
は
、
従
来
完
全
な
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
目
録
等
も
備
わ
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
今
回
報

告
し
た
写
本
が
全
く
の
零
冊
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
金
剛
寺
当
局
の
御
理
解
を
得
て
、
今
後
の
調
査
を
期
し
た
い
と
考

え
る
。

が
妥
当
で
あ
る
。

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
写
本
も
古
く
か
ら
当
寺
に
伝
存
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
一
方
、
金
剛
寺
に
は
、
明
ら
か
に
後
代
の
移
入
に
か
か
る
典
籍
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
藤
原
基
衡
の
発
願
に
な
り
久
安
四
年

（
二
四
八
）
の
奥
書
を
も
つ
紺
紙
金
泥
法
華
経
巻
八
な
ど
は
、
そ
の
好
例
と
い
え
よ
う
。
高
野
山
へ
は
近
世
初
頭
に
中
尊
寺
経
が
移
さ
れ
て

（
３
）
（
４
）

い
る
が
、
こ
の
経
な
ど
も
、
観
心
寺
所
蔵
の
も
の
と
共
に
、
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
と
桑
ら
れ
る
。
従
っ
て
上
述
の
こ
と
と
は
逆
に
、
『
医
心
方
』

写
本
が
は
る
か
後
代
に
当
寺
に
入
っ
た
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
場
合
注
意
さ
れ
る
の
は
、
金
剛
寺
の
寺
領
が
建
久
九
年
（
二

九
八
）
三
月
以
降
、
仁
和
寺
を
本
所
と
仰
ぐ
よ
う
に
な
り
、
寺
自
体
も
仁
和
寺
北
院
の
末
寺
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
仁

和
寺
の
『
医
心
方
』
平
安
末
期
写
本
は
有
名
で
あ
る
が
、
金
剛
寺
に
お
け
る
『
医
心
方
』
写
本
の
存
在
も
、
仁
和
寺
本
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が

（
５
）

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
両
写
本
の
間
に
直
接
の
関
係
は
認
め
に
く
く
（
こ
の
点
は
次
節
参
照
）
、
現
状
で
は
や
は
り
伝
来
不
明
と
し
て
お
く
の
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『
医
心
方
』
で
は
、
お
お
む
ね
各
項
の
は
じ
め
に
『
病
源
論
』
か
ら
の
引
用
文
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
そ
の
体
例
に
則
る
意
味
で
、
『
病

源
論
』
の
文
が
補
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
個
所
で
特
に
行
間
の
余
白
が
多
く
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
『
病
源
論
』
の
補
入
が
、

金
剛
寺
本
の
書
写
後
行
わ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
引
用
は
既
に
金
剛
寺
本
の
底
本
に
存
在
し
た
と
判
断
さ

れ
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
補
入
が
、
そ
れ
以
前
の
ど
の
段
階
で
な
さ
れ
た
の
か
は
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

治
風
汗
方
第
十
一

（
原
「
こ
）
（
原
「
二
」
）

治
耶
傷
汗
血
方
第
十
二
治
伝
屍
病
方
第
十
三

（
原
「
三
」
）
五

治
骨
蒸
病
方
第
十
四
治
肺
癌
病
方
第
十
四弾

記

金
剛
寺
本
も
、
「
第
十
」
ま
で
は
同
じ
と
み
ら
れ
る
が
、
「
第
十
」
の
次
に
行
間
書
入
が
あ
り
、
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
図
１
参
照
）
。

Ⅱ
Ⅱ
｜
口
汗
出
方
第
九
治
陽
虚
盗
汗
方
第
十

（
行
間
書
入
）
（
同
上
）

１
１
川
一
口
第
十
三
治
伝
屍
病
方
第
十
二

（
汗
）

Ⅱ
Ⅱ
｜
口
血
方
第
十
一
治
肺
瘻
病
方
第
十
四

安
政
版
も
金
剛
寺
本
も
共
に
混
乱
は
あ
る
が
、
金
剛
寺
本
は
訂
正
を
受
け
る
前
の
半
井
家
本
の
文
に
近
い
。

本
文
で
は
、
金
剛
寺
本
「
治
虚
労
少
精
方
第
六
」
の
下
に
、
半
井
家
本
に
な
い
『
病
源
論
』
の
引
用
書
入
れ
が
あ
る
の
が
目
立
つ
（
図
３
参

照
）
。
そ
の
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

病
源
論
云
腎
主
骨
髄
而
蔵
於
精
虚
労
腎
気
虚
弱
故
精
液
少
也
論
其
脈
左
手
欠
中
陰
施
者
光
腎
脈
也
若
足
両
脾
裏
急
主
精
気
渇
少
為
労
傷

所
致
也

（
行
間
書
入
）

治
虚
労
精
血
出
方
第
五

治
虚
労
不
得
眠
方
第
七

治
陽
虚
汗
出
方
第
九

治治治
陽昏虚
虚塞労
盗喜少
汗眠精
方方方
第第第
十八六
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一一

そ
の
他
、
金
剛
寺
本
は
、
半
井
家
本
に
校
合
さ
れ
て
い
る
宇
治
本
の
字
句
と
も
相
違
点
が
あ
り
、
半
井
家
本
や
宇
治
本
な
ど
従
来
知
ら
れ
て

い
る
テ
キ
ス
ト
と
は
、
全
く
別
系
統
の
写
本
と
染
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
仁
和
寺
本
と
の
関
係
も
問
題
で
あ
る
が
、
仁
和
寺
本
に
巻
十
三
が
な
い

（
６
）

た
め
、
直
接
の
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
金
剛
寺
本
の
書
写
の
体
裁
は
仁
和
寺
本
と
異
な
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
仁
和
寺
本
の
忠
実
な

写
し
か
ら
出
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
先
に
も
ふ
れ
た
が
、
金
剛
寺
本
に
は
本
文
と
同
筆
で
音
訓
の
仮
名
や
送
り
仮
名
が
ま
ま
施
さ
れ
て
お
り
、
他
に
や
は
り
同
筆
で
反
切
や

漢
字
に
よ
る
字
義
の
注
記
も
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る
（
図
４
参
照
）
。
そ
れ
ら
の
数
は
半
井
家
本
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
少
な
い
が
、
仮
名
の

字
形
は
、
「
シ
」
「
ワ
」
の
末
画
が
短
く
「
ル
」
の
末
画
が
擬
ね
な
い
こ
と
（
図
３
．
４
）
、
ま
た
「
ア
ラ
Ｊ
、
」
の
畳
符
が
「
ラ
」
の
右
中
央

（
７
）

か
ら
は
じ
ま
る
こ
と
（
図
２
）
な
ど
、
鎌
倉
前
期
の
特
色
を
よ
く
示
す
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
種
の
傍
訓
な
ど
は
、
底
本
を
踏
襲
す
る
場
合
が

多
い
か
ら
、
字
形
が
そ
の
ま
ま
書
写
年
代
を
示
す
と
い
え
な
い
面
も
あ
る
。
し
か
し
金
剛
寺
本
に
は
全
体
と
し
て
底
本
を
謹
直
忠
実
に
書
写
し

よ
う
と
し
た
風
は
な
く
、
む
し
ろ
か
な
り
自
由
な
気
分
で
写
さ
れ
て
い
る
感
が
強
い
。
従
っ
て
仮
名
の
字
形
の
示
す
年
代
が
ほ
ぼ
書
写
年
代
に

近
い
と
ゑ
て
大
過
な
か
ろ
う
。

五
、
結
語

以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
残
冊
と
は
い
え
金
剛
寺
本
は
、
『
医
心
方
』
の
校
勘
や
写
本
系
統
を
考
え
る
上
に
不
可
欠
の
価
値
を
有

す
る
。
金
剛
寺
本
の
内
容
が
、
『
医
心
方
』
の
研
究
に
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
ゑ
て
、
し
か
る
べ
き
保

存
措
置
の
と
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

（
２
）
以
下
金
剛
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
魚
澄
惣
五
郎
「
河
内
天
野
山
金
剛
寺
の
沿
革
」
（
『
古
社
寺
の
研
究
』
所
収
）
に
よ
る
。

（
１
）
小
曽
戸
洋
「
漢
一

三
一
’
二
）
参
照
。

注

「
漢
方
古
典
文
献
概
説
側
医
心
方
」
（
現
代
東
洋
医
学
五
’
四
）
、
同
「
『
医
心
方
』
巻
二
・
四
の
異
本
群
に
つ
い
て
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
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〔
追
記
〕

年
七
月
十
七
日
、
初
校
時
に
記
す
）
。

最
近
後
藤
昭
雄
氏
か
ら
頂
い
た
御
教
示
に
よ
る
と
、
歴
史
地
理
三
三
’
六
（
大
正
八
年
六
月
）
の
彙
報
欄
に
黒
板
勝
美
氏
に
よ
る
金
剛
寺
の

史
料
採
訪
報
告
が
転
載
さ
れ
て
い
る
（
「
文
学
博
士
黒
板
勝
美
氏
の
史
料
採
訪
報
告
書
」
）
。
こ
の
中
で
黒
板
氏
は
、
院
政
時
代
の
書
写
と
染
る
べ

き
『
医
心
方
』
巻
第
十
三
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
こ
に
紹
介
し
た
写
本
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
写
本
発
見

の
功
は
黒
板
氏
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
存
在
も
「
新
出
」
と
は
い
え
な
く
な
る
が
、
黒
板
氏
の
簡
単
な
報
告
以
後
、
こ
の
写
本
が
学

界
に
注
目
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
近
年
の
東
大
史
料
編
纂
所
に
よ
る
採
訪
報
告
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
第
十
七
号
、
昭
和
五
十
七
年
）
で
も

「
医
書
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
黒
板
氏
の
年
代
推
定
に
も
賛
同
し
が
た
い
。
こ
こ
で
は
再
発
見
の
意
味
を
こ
め
て
投
稿
時
の
ま
ま
と

す
る
こ
と
に
し
た
。
読
者
諸
賢
の
御
了
解
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
御
教
示
下
さ
っ
た
後
藤
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
（
一
九
八
六

（
３
）
水
原
尭
栄
編
『
高
野
山
見
存
蔵
経
目
録
』
（
高
野
山
学
志
第
二
篇
）
、
田
中
槐
堂
『
日
本
写
経
綜
鑿
』
三
九
三
頁
参
照
。

（
４
）
前
注
の
水
原
氏
『
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
高
野
山
の
中
尊
寺
経
に
は
、
年
記
を
異
に
す
る
も
の
の
基
衡
願
経
も
含
ま
れ
て
い
る
。
金
剛
寺
の
基
衡
経
は
、

観
心
寺
現
蔵
の
中
尊
寺
経
の
場
合
と
同
様
、
高
野
山
よ
り
移
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
仁
和
寺
本
に
つ
い
て
、
石
上
英
一
氏
は
、
も
と
丹
波
家
伝
来
の
も
の
で
、
他
の
医
書
類
と
共
に
戦
国
末
期
に
高
山
寺
心
蓮
院
に
預
け
ら
れ
、
そ
れ
が
仁

和
寺
心
蓮
院
に
引
き
つ
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
石
上
英
一
「
『
大
日
本
史
料
』
医
心
方
撰
進
条
の
編
纂
」
（
昭
和
六
十
年
十
月
六
日
医
心
方
研
究
発

表
会
発
表
要
旨
）
、
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
二
十
一
、
一
七
六
頁
・
二
八
二
頁
。

（
６
）
仁
和
寺
本
は
、
一
頁
七
行
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
仮
名
の
字
形
の
時
代
判
定
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
「
痔
嘩
稗
艫
誇
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
二
○
九
頁
以
下
、
同
「
踊
字
の
沿
革
続
詔
」
（
広
島

大
学
文
学
部
紀
要
二
七
’
一
）
、
同
「
最
墾
館
善
本
叢
書
平
安
詩
文
残
篇
』
解
説
」
参
照
。

（
一
九
八
五
年
九
月
二
十
一
日
稿
、
同
十
月
十
八
日
補
訂
）

（
大
阪
大
学
教
養
部
助
教
授
）
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Newly-FoundKamakuraPeriodManuscriptsofthe

"ISHINHO''Vol.13intheKONGOTemple

by

HaruyukiTONO

The"Ishinho"isknownastheoldestextantmedicalworkinthemedicalhistoryofJapan.There

existnumbersofmanuscriptsknowntoday,butpre-medievalexamplesareveryrare・Thenewly-fbund

medievalMS.ownedbytheKongotempleinOsakaPrefbctul､ewasheretofbreunknownintheacade-

micworld.ItisaonevolumecopyfiFomthe$$Ishinho''Vol.13,althoughpartisOmitted,andis

consideredashavingoriginatedinaboutthemiddleofthethirteenthcentury.

Bycomparingit'scontentsandfbrmatwithotherknownMSs.,ithasbeenconfirmedthatthere

arenootherMSs.ofthesamegenealogy・Thisnewly-fbundMS.wouldcontributegreatlytothe

studyoftheMS.genealogyof:GIshinho''andit'srevisions.
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